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【本研究のポイント】 

・悪性脳腫瘍は手術で完全に取り除くことは難しく、患者は、術後に放射線治療や化学

療法を受けたとしても生存率が非常に低い病気である。 

・今回の実験で人工的に作ったキメラ抗原受容体(CAR)-T 細胞注 1）を投与し、悪性脳

腫瘍のがん細胞だけを攻撃することに成功した。 

・さらにヘルペスウイルス G47Δ（デルタ）注
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